青畝俳句研究2007.10.1~10.31


01■ ゴルファー連先ず赤い羽根さしたまへ 

ゴルファーれんまずあかいはねさしたまへ 

けんいち：ゴルフは紳士のスポーツです。この句をいつ詠まれたか定かではありませんが、いまほどゴルフが大衆的でなく、まだ一部の特権階級のものであった時代であると想像します。ゴルフ場に入るに紳士たるにはジャケット、ネクタイ着用でなければなりません。そんな紳士がゴルフ場近くの駅前でクラブバスを待っています。おりから赤い羽根募金の声が・・・しかし紳士達はゴルフ談義に花を咲かせ耳をかそうともしません。こら君たち募金し赤い羽根をさしたまえ、ちゃんと羽根を挿せば似合う立派な襟つきのジャケットを着ているのに。「まっ先に赤い羽根挿す靴磨　青畝」この句とあわせて、師のユウモアーを交えながらの世間をみる鋭さ、弱者をみる目の優しさを感じました。 

はるにれ：赤い羽根という季語があるから俳句なのでしょうか。これは柳句と捉えてもいいのではないでしょうか。句会でこのような句が出てきたら私採らせていただく勇気があるかなぁと思いました。この合評は鍛えられますね！
みすず：なかなか俳諧味のある句ですね。きつい言い方ではなく、裕福なゴルファーたちを、やんわりとたしなめる感じがします。「さすべし」ではなく、「さしたまへ」と尊敬語が使われているからでしょうか？青畝師の弱い立場の人々対する、温かい眼差しを感じます。「赤い羽根つけらるる待つ息とめて　青畝」これは前回の合評に出た句でしたかしら？　
とろうち：前回の合評でも10月1日は赤い羽の句でしたね。みすずさんが挙げられた句でした。ゴルフは紳士のスポーツ。紳士ならばまず赤い羽根をさしたまえ。街頭募金の呼びかけにも気づかずに、ゴルフ談義に花を咲かせているのでしょう。けんいちさんが挙げられた句は初めて知りましたが、人の貴賤はその心持ちにあると言いたげな、軽い皮肉もこもっていますかね。
よし女：このような事も俳句になるのですね。句材としてなかなか気の付かないところです。ゴルファーさんには少し耳の痛いところでしょう。
こう： 連中よ、プレーよりまず赤い羽根でしょう・・たまえ・・という言い方が、父の時代の人らしく、懐かしいです。先生の句は、省略が実に利いていてスカッとします。対照が、巧まずして見事だと感じいります。
みのる：最近は、ゴルフもすっかり大衆スポーツになりましたが、先生が詠まれた時代は、おそらくまだ一部の裕福な連中の道楽だったのですね。ゴルフ談義に興じて、赤い羽根募金運動の呼びかけの声にも気づかない連中を街中で見かけて、思わず心の中に湧いた叫びを句に詠まれたと解するのが素直だと思います。また、連（れん）は、連中、連衆の「れん」でしょうね。
02■ 赤い羽根させるお洒落のルンペン氏

あかいはねさせるおしゃれのルンペンし 

けんいち：赤い羽根募金、共同募金がはじまった昨日の駅前風景の続きです。そこにこのあたりを徘徊するルンペン氏が現れます。襤褸は着ていますがよくみれば由緒ありげなブランドものであったようなないような・・そのタイガースの帽子だったような帽子にはなんと赤い羽根が挿されているではありませんか。お洒落ですね？　このルンペン君の羽根は、寄金して得たものではなく、だれかが取り落としていったものを拾ったに違いありません。
みすず：御洒落のルンペン氏・・・が、ユーモラスで何とも言えず良いと思います。チャップリンを彷彿とさせます。ルンペンの語源が、ドイツ語でぼろ＝古着という意味なのだということも初めて知りました。今日であれば、ルンペンは差別用語と非難されるかもしれませんが、句全体から温かい愛情が感じられるので、そういった心配はいらないことと思います。
粲：初めて合評に参加させて戴きます。赤い羽根募金はいつから始まったのか記憶にありません。しかし当時は人間味があった時代のように思い出されます。昨日から国会が再開されて、各議員の胸に挿された赤い羽根は何か白々しいものを感じました。おやじ狩が横行する世の中、この句を拝見すると、昔の温かくて思いやりのあった、よき時代を彷彿とさせられます。「お洒落の」との形容詞が少し気になりました。
桃子：私はただ今体調を崩し吟行に出かけられなくて作句は休業中です。皆様方の良句を鑑賞させていただいてばかりです。毎朝けんいちさんの解説を楽しみに拝見しております。さて　赤い羽根募金は引越ししてきた当地では昔のままお母さんと小学生が駅前でしておりました。東京でこんな珍しい風景に出会うなんて、と感激していたところでした。青畝先生の俳句の背景や人や物や生き物やすべてのものに対する愛情が何時もしみじみと伝わってきます。馴染みにくかった青畝先生の俳句にとても温かさを感じ鑑賞できるようになってよかったと思っています。
よし女：ルンペンとは、懐かしい響きですね。私の子供の頃は何気なく使っていたような気がします。広辞苑でルンペンを引くと浮浪者、乞食と出ました。ルンペン氏と敬称が付いたことも面白く、お洒落と見た作者の感性も楽しいです。赤い羽根の一つの季語でも、視点を変えると多くの作品が生まれるのですね。
とろうち：ルンペンという言葉はもう死語ですね。私が子供の頃も、もう使っている人はいなかったと思います。差別語という人もいるでしょうが、差別差別と声高に言う人ほど差別意識が高いように思いますね。さて、赤い羽根は拾ったのか、それとも募金をしてもらったのかは定かではありませんが意気揚々と赤い羽根をつけている様子は、容易に見て取れます。今は募金活動自体をあまり見かけませんし、赤い羽根をつけている人もあまり見ません。私自身も、よしんば羽根をもらっても付けることは殆どしませんでした。ちょっと気恥ずかしいのですね。ある意味、時代を感じさせる句ではあります。
はるにれ：昨日の赤い羽根のお句は、その場面に存在しない赤い羽根でしたから、柳句？　といってしまったのですが、今日の句は、人物を描写しているし、そこに赤い羽根がきちんと見えるのですから俳句ですね。何だか偉そうな書き方になってしまってすみませんが、今まで私が習ってきた俳句の概念からもっと大きくおおらかに自由に吟じていらっしゃるのが青畝師なのだなぁと思います。ルンペンとは懐かしくも死語になった言葉ですね。赤い羽根も既に遠くなりつつあるような言葉です。作品がどの時代まで受け入れられていくのか、生きている言葉をどのように伝えていけばいいのか、この合評を通して考えさせていただいています。
みのる：ルンペン氏が募金をしたとは思えないので、道端でひろって挿したのでしょうね。「氏」は、本来第三者を尊敬して付す言葉。決して揶揄的な意味ではなく、浮浪者といえども人格があるゆえ尊厳を大切にされたと思いたいです。お洒落と見たのは、作者の主観ですが、得意げなルンペン氏の表情が連想できて楽しいですね。
03■ 十字架を象嵌したる天高し

じふじかをざうがんしたるてんたかし 

けんいち：雲一つなく澄み切った青空。みあげれば教会の先端の十字架が空に象嵌された如くにある。青空に映えて光りをも放っている。クリスチャンならずとも敬虔な気持ちになり、なにか救われたようにも思える。「象嵌」、一つの素材に異質のものをはめこむ、とあります。象はかたどる、嵌ははめこむ。この句も「象嵌」という言葉の発見により、高き天と十字架のありようが、それこそ象嵌されたように揺るぎません。どの教会にもあてはまる風景ですが、ひろびろとした所にある小さな教会と思えてなりません。そこで又、青畝風土記を開く。ありました、ありました、当別トラピスト修道院。

みすず：象嵌したる・・・なかなかできない表現ですね。言葉ってこんなに豊かなのだと、いつも驚かされます。「天高し」の季語がまさにぴったりで動きません。トラピスト修道院と聞けばなおさらのこと、景色の雄大な句ですね。随分前ですが、フルムーンで北海道のトラピストとトラピティヌス修道院を見たことがあります。海の見える丘全体がひろい敷地となり、静寂そのもの。明るい日差しの中で、ときおり修道僧が作業している姿に出会いました。修道院は夜8時就寝、朝3時半起床。祈りと作業と読書の日課だそうです。そんなことを思い合わせると、つくづく美しい句だと思います。
よし女：個性的で、普遍性のある句とはこのような句をいうのでしょう。「十字架を象嵌したようだ」の発見はすごいですね。これによって、「天高し」の季語は不動のものになっています。私にこのような発見ができたら、胸がどきどきして、足が踊ると思います。忘れられない一句です。
満天：十数年前、特別にトラピスト修道院に入ることが出来、神からの呼びかけのあった人々の研ぎ澄まされた「祈りと労働」を目の当たりにすることが出来ました。修道士達の覚悟と崇高な精神を今日の俳句から感じました。
とろうち：象嵌という言葉がいいですね。真っ白な十字架と、どこまでも深い青空。「天高し」と雲一つない秋の空だからこそ「象嵌」という言葉が生きてくるのだと思います。春の空のように白を含んだような色ではなく、夏の空のように雲の白が勝つ空でなく、冬の空のように固くはじくような空でなく、吸い込むような抜けるような青だからこそ、白の十字架が嵌め込まれたように動かないのでしょう。
みのる：この作品をキリスト者の心象句と鑑賞する人もありますが、わたしは写生句と見たいです。天主塔の十字架を直下から打ち仰ぐと、この作品のような情景になるのではないでしょうか。象嵌本来の意味は、一つの素材に異質の素材を嵌め込むと言う意味だそうですが、こんな異質な言葉がよく出てくるものですね（笑）。北海道当別トラピスト修道院での作とのことですが、場所を限定せずとも十分共感できます。わたしは、山口県サビエル記念聖堂の天主塔を連想しました。焼失後再建された白亜の聖堂はモダンですが、わたしは寸分たがわず元通りに復元してほしかったです。ヨーロッパと日本との思想の違いでしょうかね。

04■ 曳船も干物多し秋日和

ひきふねもほしものおほしあきびより 

けんいち：曳船に干物、なんのこっちゃ？　曳船も、とありますから本来の船を曳く仕事以外の行為をしているのでしょうね。そこで頭で考えた解二つ。その一、「干物＝ひもの」です。魚の天日干しは冬が最高ですが、風通しのよい好天が条件です。豊漁で秋日和、魚干し場では間に合わず、舫っている曳船のデッキまで借りている。といふ秋の漁港の豊漁風景。しかしこの場合、「ひものおほし」で中七が字足らずです。また一寸強引な解です。その二、「干物＝ほしもの」です。曳船を一艘のみ所有して家族もそこに住んでいる。おりからの洗濯日和。干し物を満艦飾にして船を曳いている。なんとなくおだやかでユーモアもあり青畝調です。

みすず：曳く方も曳かれる方も、あまり大きな船ではなく、小さな船を想像します。秋のうららかな日差しの中で、家族の洗濯物がたくさん干されている・・。もしかしたら、水上生活者の家族かもしれませんね。先日横浜へ行ったとき、水上学校跡という、水上生活者の子どもたちが寮に入って、学んだという場所がありました。やはり港の近くにありました。曳船に干物があったという驚き・発見によって、日常の細やかな情景を切り取った、温かみのある佳句になっていると思います、
光晴：最近はあまり見かけなくなりましたが、動力のない舟を何艘か繋いで川を上り下りする舟がありました。そんな曳き船の上には水上生活者が多かったように思います。秋の気候の良い頃、沿岸の家々には干し物が見え、眼前に現れた舟の上にも洗濯物がはためいている。青い空と白い洗濯物が生活感のある絵に仕立て上げていると思いました。
桃子：昔の日本の風景、生活感があふれ、満ち足りた感じを受けます。一仕事の終わりとからりとした秋日和、それを眺めての完全な写生句だと思います。平和な情景だと思います。
粲：子供の頃、川筋でよく見かける風景でした。大阪の大正橋とか安治川筋とか、船上で生活をされている方達には、船が家族ぐるみの生活の全てであった。そんな光景を写生されたのかと思います。曳船もの「も」はどう読み取ればいいのでしょうか。曳船上は勿論のこと、曳かれてゆく船も、その周辺も洗濯物が干されている。満艦飾をなして、ゆったり過ぎていく秋の一日なのでしょう。
とろうち：恥ずかしながら、日本にも水上生活者がいるとは知りませんでした。とは言え、詠まれている風景は容易に想像できます。濃い海の青、小さく立つ白い波。曳船にいっぱいにはためく洗濯物。地上の家は言うに及ばず、船の上も干し物がたくさんはためいているよ。時間は午後の1～2時ごろかな。一番空気が落ち着いている時間帯。いいひとときですね。
よし女：水上生活者の船を、北九州の洞海湾で見たことがあります。かつて、採炭全盛時代の名残りだったでしょうか。雲一つ無い秋日和、岸辺の民家も干物が翻り、曳舟も満艦飾の景色が浮かびます。水陸両方の人々の暮らしがよく描かれていますね。
みのる：水上生活者の生活風景写生ですね。とろうち解のとおり、現実に何かを引っ張りつつ進んでいる情景と見ると、秋日和の風に翻っている干物の様子が爽やかな感じです。「動いている情景の一瞬を切り取って写生した」という感じがしないでしょうか。「も」は、光晴解のとおり、沿岸の家々の干し物との対比です。

05■ 馬肥えてベスビオ怒り忘じけり

うまこえてベスビオいかりばうじけり

みすず：ベスビオは、イタリアのベスビオ火山のことでしょうね。紀元一世紀に爆発し、ボンベイを一夜にして廃墟とした火山。この山から見下ろすナポリ湾は絶景で、「ナポリを見てから死ね」と言われるほど美しいそうです。師はこの地に立たれて詠まれたのでしょうか。歴史に残る大爆発を思い起こしながら、今は平和な景色に心を遊ばせて楽しんでいらっしゃったのでしょう。馬がのんびり草を食んでいるのを見ると、あのベスビオ火山もかつての怒りを忘れてしまったかのように、美しいたたずまいを見せていることだよ。・・・馬肥えるの季語が、とてもうまいですね。ネットを検索したら、美しい写真がたくさん載っていました。
http://www.ksvo.titech.ac.jp/~ohba/ccvg2005/20050510.html
桃子：私はこの「忘じけり」の表現がちょっとなじめないのですが・・・・どなたか解説してください。みすずさんのご紹介のホームページ楽しませていただきました。どうも有り難うございました。「馬肥えて」が現在の平穏の様子をぴったり表現していると感心しました。
こう：壮大な景を、なんとゆったりと的確に詠まれていることか・・みすずさん、写真みせていただき、解説も読みよく判りました。創造主の怒りは、穏やかな自然の営みの前で忘れたようだ・・と。本当におおきな景ですね。眼前も、時間の流れも。
よし女：みすずさんの紹介から、ベスビオ火山を調べながらイタリアの旅をして、古代世界史のほんの一端の勉強をさせていただきました。今から2000年前、日本では弥生時代の頃、ポンペイでは、文明開化の花が開いていたのには、まったく驚きました。裁判所、サウナ、馬車専用の道路作り、生活用水の確保の工夫、食生活にワインあり、居酒屋あり、それがそっくり火山灰に埋まり、現在それを掘り出している。時の流れを重く感じますね。馬肥えてベスビオの怒り忘じけり　と「の」を入れて鑑賞します。かつての交通手段は馬車で、馬は休む間もなかっただろう。今はベスビオ火山の怒りを忘れ、人も馬も肥えて、豊かに暮らしていることよ。火山の噴火などは山の神の怒りに触れた、とか言いますよね。イタリアの太陽の道からベスビオ火山を仰いでの、青畝師の感慨なのでしょうか。
とろうち：桃子さんのコメントを読むまで考えもしませんでしたが、たしかに「怒り忘れけり」と普通に読んでもいいわけですよね。忘＝ぼうという読みで真っ先に思いつくのは忘却という言葉。忘れるという言い方では表しきれない歴史の長さ、悠久の彼方を表しているのかもしれません。ベスビオ火山は1944年以降、大きな噴火をしていないとのことで、秋ののどかな風景の中、偉大なベスビオも怒りを忘れ穏やかに佇んでいるよと鑑賞しました。青畝氏には、他にも火山を詠んだ句をいくつか見かけますが、自然の猛威と大きさと、地球は生きているのだぞという事実を体現しているような火山をとても気に入っていらっしゃったような感じがします。
けんいち：イタリアはかのポンペイの悲劇で有名なベスビオ火山です。ポンペイ以降も噴火は絶えません。近代ではあのフニクリフニクラで有名な登山列車も一時は埋め尽くされたというのですから。ところが赤い火をふくあの山へと訪れた今日はそんな様子は全く無く噴煙もうっすらとしかありません。麓の草原では馬が悠然として草を食んでいる。馬肥ゆるこんな秋日和、気持ちが非常によろしい。こんな日はベスビオの火の神もお怒りをお忘れになっているのだなあ・・・「馬肥ゆ」の季語とベスビオの組み合わせが意外性あり絶妙です。日本で言えば阿蘇高原の秋の風景でしょうか。海外詠は季語との取り合わせが難しいのですが、さすが青畝師ですね。
みのる：イタリア・ベスビオ山麓での写生句であることは明白です。わたしは、平成十年に発行された、「阿波野青畝全句集」から合評対象句を抽出しているのですが、よし女解にあるように、実はこの句、青畝風土記（昭和62年）によれば、「馬肥えてベスビオの怒り忘じけり」と記されています。先生が推敲されて変えられたものか、それともどちらかがタイプミスなのか、定かではないのですが、「の」があるのとないのとでは、全く句意が変わりますね。「の」があれば馬が忘れたことになり、なければベスビオ山が忘れたことになります。①「馬達は、ベスビオが恐ろしい活火山であることを忘れたかのように、平和に草を食んで肥えているよ。」②「ベスビオ山は、かつての大噴火を忘れてしまったかのように穏やかで、麓には馬達が平和に草を食んで肥えているよ。」初作は、「の」があったのですが、字余りになるので、推敲して「の」をとられた・・・のではないかと想像します。「馬達がベスビオの怒りを忘れる」というのも何だか変だと思うので・・・
06■ 追われゐるばったのバネの衰へず

おわれゐるばったのバネのおとろへず 

みすず：我が家の近くに小さな川があって、犬を連れて毎日土手を小一時間散歩します。秋のおいしい空気を吸いながら歩いて行くと、目の前をバッタが露払いのように、何匹も何匹も飛んで行きます。ちょっと飛んでは先へ行き、また近づくと飛んで行くのです。大きなバッタなどは、土手から広々とした黄金田の方まで、十メートルくらいは飛んで行きます。ばったの羽ではなく、「バネの衰へず」という表現が見事だと思いました。その強靭さに、ばったの生命の力が感じられます。なんとかこの景を詠みたいと思っていたので、今朝この句を見てびっくりしました。
けんいち：ばったの飛翔力はものすごく強く、いくら追われても強靭なバネは衰えを知ることなく飛び去ってゆく。しかし何に追われているのでしょう。豊穣の秋、ばったは農民の敵です。せっかくの実りを食い荒らす。お百姓が打ち払えば打ち払うほどすぐに飛び去り、また次の稲穂にうつる。なんと憎たらしい奴。お百姓の舌打ちが聞こえてきます。いなごの大群、日本ではあまり見かけませんが、それでも時には発生することがあるようですね。
とろうち：今年はイナゴをあまり見ません。見かけても小さいのが多いです。バッタはほとんど見かけませんので、イナゴでこの句を見ていきたいと思います。あぜ道など通ると、イナゴがまるでトビウオのようにぴょんぴょんと跳ねるのにでくわします。ぴよーん、ぴよーんと、まさにバネ仕掛けのようにどこまでもどこまでも跳んでいきます。バネというのは本当に言い得て妙です。
よし女：面白い一句ですね。よく跳ぶばった。バネの言葉で羽を使っているのではなく、足で跳び
去っているのですね。草むらで捕まえようとしても、あの足の跳躍にはなかなかかないません。誰に追われているのか想像するに、小さい子供が捕虫網かで捕まえようと一生懸命。でも、ばったは、ぴょーん、ぴょーんと跳んで逃げていく。そんな景が浮かびました。
みのる：2003年6月29日に合評した作品に次のようなのがありました。「ばね効かぬ孑孑もまたありにけり」、わたしもいつかはこの「バネ」という措辞を使ってみようと思うのですが、チャンスに巡り合っていません。青畝師は、「ことばの魔術師」といわれますが、決して先天的なものではなく、たゆまぬ勉強と努力によって育まれたものに違いありません。ことばの扱いを学び、語彙を増やすこと、青畝俳句研究は楽しみながらそれらを得られるのですから、言うことなしですね。 この句の場合、小動物である「ばった」自身の動きに焦点があるのであり、何に追われているのか・・・といった詮索は、特に必要ないと思います。
07■ モジリアニの女の顔の案山子かな

モジリアニのをんなのかほのかかしかな

けんいち：モジリアニの女の顔。顔と首が長くて、右か左に首を傾げ、大体において、目の中に瞳がない顔。愁いを帯びているようではあるがよくみればそうでもなく、どこか無機質なものを感じさせる顔。そんな顔の案山子だといふ。うーん。そういえばそんな案山子がいると妙に納得してしまう。そして今さらながら、青畝師の観察眼と感性の豊かさに感じ入ってしまうのである。

こう：けんいちさんの文によるモジリアニの女の顔。まこと、無機質を感じさせる顔ですね。それと、案山子との対比のなんともいえない面白さ。口に転がしてみると、「これしかない！」と思えてきます。青畝師の言葉の魔術にかかってしまいました。 

はるにれ：どんな顔の案山子なのか一読してわかる気がします。首の長いたおやかな感じの案山子だったのでしょうね。 

よし女：案山子は棒か竹に顔を付けて作っていきますね。どんなに組んでも、首が細いとの印象になります。頭も顔も細く、あまり楽しげな表情にはなりにくいです。それが田んぼに立っている。稲刈りが終るまで。案山子もご苦労様。この一句やはり凄い発見ですね。ご自分でも絵を描かれて、絵画にも造詣の深い青畝師ならではの一句でしょう。案山子の表現でありながら、師の世界観の一旦を垣間見る思いもします。 

とろうち：モジリアニの女と言われれば、モジリアニの絵を一度でも見た事がある人ならば、「ああ、ああいう感じの顔ね」と一読得心できるものですね。ナツメ型の炭団目に、縦長の鼻と小さな口。それがすこし傾いでいる様子はまさにモジリアニ。でも想像すると、けっこう芸術的な案山子ではありませんか。余談ですが、近所のたんぼには案山子ではなく「スズメのバカ」と大書された立て札がたっていました。気持ちは分かるけど、スズメには分かるめぇと笑えますね。 

みすず：最近は少なくなりましたが、我が家は田園地帯の中にあるので、小学校では毎年案山子コンクールなどをして、子供たちがユニークな案山子を作り、コンクールの後では、その案山子たちが近所の稲田へ飾られていました。アニメの案山子や政治家の顔、テレビの人気者などを描いたものが多かったようですが、師がご覧になってのは、なんと「モジリアニの女の顔」のようだったのですね。毛糸で長い髪を付けた洋風の案山子だったのでしょうか。その顔を見て、おやおや、これはモジリアニの絵に似ているぞと思われたのでしょう。師の句はいつも発想が新鮮で、新しい発見があり、そしてその根底にユーモアや哀感、愛情がそっと込められているように思います。 

みのる：案山子の表情や風体を写生した作品は多いですが、モジリアニの女には参りましたね。青畝師の着眼点というか感性には、ほんとうに驚かされることが多いですね。子供達には実に柔軟な感性があります。大人の私たちは、常識や知識、理屈という左脳を働かせることによって、感性を司る右脳を働かせることが退化しているのだというようなことをどこかで読んだことがあります。とにかく、何も考えないでひたすら写生の訓練をすることが、大切なのでしょうね。絵画を題材にした青畝師の作品に、「ルノアルの女に毛糸編ませたし」というのもあります。

08■ 三角のばったノートを蹴りにけり

さんかくのばったノートをけりにけり 

けんいち：数時間この句を睨み繰り返し読みましたが、判らない。得意の迷解、珍解も浮かばない。さあて。師の書斎に忍び込んだばったが、机の上に広げていたノートに留まっている。師が現れると得意のバネをきかせてノートを蹴り飛び去った。と想像するのですが、その情景にどんな詩があるのか、判らない。どうも三角にその鍵がありそうだが。

粲：青畝師ならではの句だと思います。先日千早の棚田へ行った折、ばったを捕まえました。結構大きなばったでした。確かに、ばったは横から見れば先の尖った鋭角三角形、そのばったが四角い白いノートの上を飛び立った瞬間を詠まれた。その照応の面白さ、これを俳諧味というのでしょうか。言葉は易しく、思いは深く。それで苦労することしきりです。 

桃子：私は爽やかな秋の一日、どこかのベンチでノート片手に苦吟されておられると、どこからかばったが飛んできてノートの白い紙面に止まった。その全体像が三角に見えたのだと思います。揺れる紙面に驚いて、すぐさまその強力な脚力で紙面を蹴って飛んでいった。その瞬間にこの一句を授かったと私は考えました。わたしのノートを蹴って行ったばった君にさえ感謝と先生の人柄を感じましたが。
よし女：ばったは三角、ノートは四角。勉強嫌いのばった君が跳んできて止まった。場所がノートだった。学問は嫌いじゃと、ノートを蹴って逃げていった。数学嫌いのわが身に掛けて、変な鑑賞ですが、ばったの形が三角形との発見、ノートを蹴ったと感じた心、やはりすごい感性です。ばったの季語が動きませんね。 

こう：緑の三角、白い四角。動と静。吟行での青畝師の瞬間を捉えた句として、鑑賞しました。
びっくりします。 

とろうち：トノサマバッタやクルマバッタなどは四角い顔をしていますが、ショウリョウバッタやオンブバッタなどは三角に見えますね。ベンチなどでノートを広げていた所、ぱっとバッタがノートへ跳び乗ってきた。びっくりしたのもつかの間、またぱっとノートを蹴って、どこかへ行ってしまった。ノートから跳びはねた瞬間の、ノートを蹴って行った感触が思いの外強くて、印象に残ったからの句ではないでしょうか。バッタ類のバネは本当に強いですから。 

はるにれ：この三角は、ばったの何かなぁというのが最初の疑問でした。三角の顔だとするとわたしもとろうちさん解釈のしょうりょうばったかなと思いました。次にノートを蹴ったという驚きに対しては、しょうりょうばったではちょっと迫力がないかなぁなんて思いながら、ばったの後ろ足の角度が三角。殿様ばったのあの足でノートを蹴っていったら、「おお～っ！」という感じが出ているかななんて思いました。でも脚だとしたら、ばったの三角になるだろうし。ストレートに感じはよくわかるのですが、三角のばったの真実が知りたいです。 

光晴：これは心象句ではないでしょうか。キチキチキチと飛ぶ飛蝗を外で見てきた後で、机の上の三角定規に目をやり、何気なくもてあそぶうちに、三角定規をノートの上に立ててみた。急に三角定規のバッタがノートを蹴ったと。子供の頃算数の宿題が出来なくて、所在なげな時ふっとそんな遊びをしたことを思い出しました。 

みすず：三角のばった。あまり大きくないバッタを想像しました。三角形の小さな折紙のようなばったが、四角い白いノートに飛んで来た。おやと思ってよく見ようとした瞬間、ノートを蹴って飛んで行ってしまった。その逃げ足の速いこと。ノートを蹴るという言い方が面白いです。こういうのが、瞬間を捉えた句なのですね。 

みのる：胴体が底辺で、くの字に折れた長い肢が斜辺で三角である。という意味かもしれないのですが、三角バッタと呼ばれるバッタもいるようです。正式な学術名ではないと思うのですが、頭の部分が鋭角にとがったバッタで、比較的小さいのから、殿様バッタくらいの大きなものもいます。
ノートは、作者が手に持って開いているのか、どこかに置いてあるのか、とにかくどのような状況で置かれているのかさっぱり見当が付きませんが、何らかの拍子でノートに飛んできたバッタが、あれっ！と思う間もなく、ハイジャンプを見せて跳んでいったのでしょうね。実に他愛のない何でもない句ですが、「ノートを蹴った」という発見に面白さがあります。また、明らかに写生句であって、心象句ではありません。先生は、ほとんど心象句は詠まれませんが、心象句には明解なテーマが必要です。この作品は、かつらぎ庵（先生のご自宅）のお庭での作ではないかと思います。手にしておられるのは、スケッチブックかもしれませんね。

09■ 八ヶ岳一目よと立つ案山子かな 

やつがたけひとめよとたつかかしかな 

けんいち：きょうの案山子は、モジリアニの案山子と違い、目鼻立ちくつきり、とくに目は瞳ぱっちり、まつげまで描かれています。しかもしゃんと背骨をたてまつ直ぐに立っているではありませんか。晴れ渡る秋の日、かなたに八ヶ岳がくっきりと一望のもとに入ります。あれが吾らの八ヶ岳、素晴らしいだろう、と自慢の声が聞こえるようです。八ヶ岳は、かつては富士より高かった。富士山がそれをねたみ八ヶ岳を蹴り、その結果崩れてあのような連山になったとの伝承があるようです。この句、富士の山と置き換えてみましたが、やはり八ヶ岳でなければならない。富士も八ヶ岳には一目おかねばならないですね。 

桃子：またまた難しい表現に出会いました。中七の「一目よと立つ」です。多くの省略の意味や物語が含まれていると思うのですが、想像は出来ますが使い慣れない言葉なので思案していたところです。

はるにれ：八ヶ岳一目！ここよ～くわかります。八ヶ岳を南側から見ると、まるで一つの山がぽつんとそこだけに存在しているようです。周りに続く山並がないのです。そして八ヶ岳を見ている背後には富士山があります。この案山子は、この辺りであそこにも、ここにも立っている案山子達、それぞれが我こそ八ヶ岳を一目で見ているよと威張ってふんぞり返っているような気さえしてきます。案山子でない私でさえその場所に行くと「ほ～ら八ヶ岳が一目で見えるでしょ！」と威張りたくなりますから。この案山子、きっと「へのへのもへじの」が、くっきりと大きく書かれている案山子でしょうね。 

こう：八ヶ岳の麓に広がる田園地帯。そこに立っている案山子くん。西から見る八ヶ岳は、屏風のように、南八つ、北八つ、蓼科山まで一望です。殊に、秋気澄む日の、八つ岳の山波の美しさを、案山子に言わせているなんて。まったく「一目よ」と得意の様子が何とも言えません。 

よし女：14、5年も前になるでしょうか。山口県宇部市山岳会の登山行事で、八ヶ岳に登ったことがあります。夜行バスで出発して、翌朝どこから登ったのかも定かではありませんが、八ヶ岳を中心とした周りの風土にはとても感動した記憶があります。キスゲのシーズンで、最高でした。「八ヶ岳が一目に見えるのよ」と言っているこの句の案山子君が、羨ましいです。 

とろうち：山梨県民ですが、八ヶ岳にはあまりなじみがないのですよね。八ヶ岳にまっすぐに向かって、大手を広げて少しふんぞり返って「どうだい、この景色は」と、いばりくさって、口をきゅっとへの字にしているような案山子を想像しました。「八ヶ岳一望したる案山子かな」というのとは違って、案山子の様子を、生き生きと想像したくなる言い回しですね。 

光晴：八ヶ岳の裾野は本当に広い一望の耕作地です。そんな広大な清々しい畑の真ん中に立って秋の季を満喫している。そんな気分を作者は案山子に託したのだと思います。 

みすず：八ヶ岳は何時見ても、美しい山ですね。秋は特に空気が澄んで、山なみが美しく見えることでしょう。「一目よと立つ」の表現が面白く、俳諧味のある句です。案山子くんの得意そうな顔が思い浮かびます。しかも大自然の雄大さ、美しさを十分に描いている句だと思いました。案山子くんのお陰で、きっと豊作だったことでしょう。 

みのる：山麓の田んぼ道を散策（ドライブかも知れませんが）していると、急に視界が開けて眼前に八ヶ岳が一望できた。そして案山子もまた八ヶ岳を一望するような位置で立てられていたのです。降り立った作者もまた案山子と同じ場所に並び立って、八ヶ岳を一目で見渡しているのでしょうね。

10■ 毛見一語老のおもてのくもりたる 

けみいちごおいのおもてのくもりたる 

けんいち：毛見、なんと古い季語。「米の収穫前に稲を検査し収穫高を見積もる。それを毛見といい、それに基づいて年貢高をきめる。室町以降徳川時代の制度で、それをおこなう役人を毛見役人といふ。」とあります。悪徳役人の代名詞、毛見役人には村こぞって接待をくりかえしたようです。さて本句、そのまま解釈すれば、そんな苦労にも拘わらず毛見役人の年貢高の一言、それが予想以上に高かった。それを聞いた村の長老の顔がさっと青ざめ曇った。当時の農民の虐げられた哀れさを詠んだ。
はるにれ：たった17文字の中にものすごいストーリーがあるという点で、すごい一句と思います。毛見という言葉は古いのですが、10年位前に、現役の市役所勤めの方からその当時まだ役所の中に「検見課」というのがあったと聞きました。毛見の一言で、老人の顔が曇ったというその写生の中に、米作りの人の労苦と、報われない哀しさと、厳しさと、一語を放った役人の表情までが垣間見られる一句と思いました。 

光晴：老農夫が籾の出来具合を調べに来て、だめだな～と一言つぶやいて、顔を曇らせた。秋の澄み切った畑空のもとに沈んだ顔が一際あわれに映ったと解釈いたしました。だいぶ、みなさんとは違うようですが。 

けんいち：私も一寸引っかかっていました。毛見する人が一言それを老人が聞いた。と読んだのですが、光晴さんの解がすっきりしますね。経験豊かな老農夫が毛見して顔を曇らせた。老の言葉が生きます。

桃子：私も調べてみました。講談社の日本大歳時記によりますと　やっぱり作柄の実地検分をすることとありました。でも私も毛見役人が来ているところを見られたとは思えません。また新しい言葉を覚えさせていただきましたことに感謝です。　
　 

粲：毛見が秋の季語と初めて知りました。そこでこの句をどう解釈するかなんですが、収穫が終った時季という本意なのでしょうね。検見役人のつれない一言で公租公課が一方的に一挙に決められてしまった。たちまち老人の顔が困惑した顔に変わる。そのように鑑賞しました。きびしい年貢の取立てに農民が苦しんだ時代を想像させられる句です。近現代では見ることのない情景です。このような過去のある時代の状況を俳句にすることってあるのでしょうか。私にはよく判りません。或いはどこかの資料館へでも行ったときの句なのでしょうか。 

こう：光晴解をとります。本来の毛見から転じて毛作（稲）を手にとって見て、米作りをした老人が「こりゃよくない」と一言つぶやいて面を曇らせた。と、とりましたが。 

よし女：八十八の手間がかかると言われるお米。毛見とは懐かしい言葉ですね。私の子供の頃、毛見は確かにあったようです。終戦前後の供出米の割り当ては、この毛見が重要な意味を持っていたようで、周りの大人たちの会話から、あまり良い印象は持てませんでしたが。食糧管理法が制定されたのが1942年（昭和17年）、廃止されたのが1995年（平成7年）。この法の中で毛見が実施されたようですので、それほど昔のことでもないようです。廃止前には統計的な意味合いもあったようですが。季語集で調べてみると、農民の年貢を収める資料とするため、秋に刈り取らない稲（立毛）を、役人が各地に実地検分すること。「力なく毛見のすみたる田を眺め　　高浜虚子」「箸すてて毛見を迎へに走るなり　松瀬清々」「毛見に言ふ虫がつかねば鴨がつき　高野素十」とありました。毛見に来た役人の嬉しくない一語によって老農の顔がくもったと解釈しました。凶作の年だったのでしょうか。

とろうち：毛見という言葉が季語だとは初めて知りました。読んだ感想としては、光晴さん、こうさんらと同じと思いました。米の穂を見て「こら、あかん」とつぶやく老人の表情が厳しくなるといった光景を想像しました。よし女さんのコメントを読むと、つい最近まで毛見というのは行われていたのですね。私ももっと古いものだと思っていたのですが。そうすると、毛見の役人の一言に表情が曇ったと、とってもおかしくない。どちらにしても、米が不作であることへの不安がよく読み取れる句と思います。 

みすず：広辞苑によれば、毛見は検見と同義で「中世・近世の徴税法の一つ。米の収穫前に幕府または領主が役人を派遣して豊凶の検査をし、年貢高を定めること」とあります。今回もまた、毛見という季語とその意味をはじめて知りました。なんと知らない言葉が多いことでしょう。青畝師の句を見ると、毛見はすべて「毛見する人」を詠まれているようなので、よし女さんの言われるように、お役人と解するのが正しいでしょうか。「毛見またぎ我もまたぎぬ下の田へ　　青畝」「蜻蛉を見てゐる毛見の心かな　　青畝」毛見の一言でさっと老農夫の顔がくもったというのですね。的確な観察、瞬間の描写がすごいと思いました。また、それを見ている作者も心を痛めているということが伝わってきました。 

みのる：毛見役人の査定によって年貢が決まるのですから厳しい制度ですね。何とか印象をよくして、少しでも温情に縋ろうと接待もどきの行為もあったのでしょう。みすず解で紹介されているように、そのようなことを詠んだ句もあります。情に流されないようにとチェックする冷静無機な毛見の表情と査定を案じて怯えるような老農の表情との対比、そしてやおら査定結果を告げられた、その瞬間を写生したのがこの作品でしょう。季語は毛見なので、よし女解、みすず解が素直だと思います。でなければ、季語が効いて来ないですね。
11■ 惨として破れたるこの城の蓮

さんとしてやぶれたるこのしろのはす 

みすず：「この城」とあるのが、どこの城を指すのかはわかりませんが、無残に敗れた蓮の姿かたちに、この城の歴史が物語られているように思いました。籠城で飢えに苦しんだかもしれない、敵に討ち入られて全員討ち死にしたかもしれない、自害する武将もいたことでしょう。そんなことは一言も書いてありませんが、「惨として」の措辞に全てが語られているように思いました。季語の使い方が素晴らしいですね。私などは敗蓮という決まりきった使い方しか出来ませんが、このように「破れたる・・・蓮」のように分解して使うこともできるのですね。とても参考になりました。 

よし女：この句一読したとき「すごいなー」と思いました。季語は「破蓮」ですね。「惨」は、いたましい、むごたらしいさまとあります。長い年月の中で惨澹たる落城の悲劇が語り継がれる城。飢え死、自刃、討ち死に、炎上、落武者、そのことを知ってか知らずか、城跡の蓮は落城の歴史そのままに、敗れてむごいことになってはいる。しかし、春が来れば芽を出し、夏には、お浄土のような花を咲かせる。破蓮を分けて間に言葉が入ったことで、一句に大きな広がりが出るのですね。

満天：夏には神秘的な花を咲かせ、今敗荷となり。今日は秋の雨がその蓮を癒すかのように音もなく降っていました。戦いに敗れた何処の城でしょうか。これから冬になれば枯蓮となり折れた茎が兵士の死骸のように見え、無残な姿がますます哀れになります。 

こう：「惨として破れたる」の出だしが凄いです。10・7という破調が、不思議な緊張感を漂わせています。以前住んでいた、石神井公園は、豊島氏の居城跡があり、三宝寺池には見事な蓮池が広がっています。大田道灌に滅ぼされ、この池に身を沈めたといわれている姫様の塚が、公園の林中に残っています。自刃した殿様の殿塚・姫塚が、哀話と共に静かに歴史を語っています。石神井城跡を思い出しました。

とろうち：破蓮を合戦の果てに例えたことがありますが、まさにそういう雰囲気ですね。矢尽き刀折れといった風情の蓮。花はお釈迦様の台座にも例えられるほどなのに季節が巡ってみれば、合戦絵巻の一コマのような様子を見せる。まことに不思議な花ではあります。不思議というとこの句も不思議ですね。「惨として破れたる」というのは「蓮」にかかるのですよね。でも読む人に自然と「城」にもかかるように錯覚させる。その城の悲惨な歴史をも彷彿とさせる句だと思います。 

けんいち：日本に於ける城は大阪城とか姫路城のように、領主が住むエリアをさしますが、中国における城は城壁に囲まれる一画をさし、かの有名な「城春にして草木ふかし」の城は長安の市街全体を指すようです。この句から私はこの杜甫の春望の詩を連想しました。勿論この句の城は日本的な城であり、皆様の解の通りであろうと思います。ただ例えば原爆で全滅した広島の市街も想起できるのではないでしょうか。「惨」としての言葉がますますそれを強めます。 

みのる：青畝先生は、季語を分解して再構築するという手法に挑戦されることがよくあります。安易にまねをすることは難しいですが、一番重要なのは、決して季語の持つ本質を壊さないということです。そういう意味では、見事な季語のアレンジですね。
12■ 登高す磨崖漢字は天下の詩

とうかうすまがいかんじはてんかのし 

みすず：季語は登高。「重陽の日の行事で、グミを入れた袋をもって高い所に登り、その実を浮かべた酒を飲むと災厄を祓うとされた。中国の古俗に習った行事」とあります。お酒を飲まなくても、秋晴れの一日高い所へ登ることにも使われるようですね。磨崖仏は知っているけれど、漢字など書かれていたのかしら。と、ここで青畝風土記を開いてみますと、ありました、ありました。師が中国の桂林に行かれたときの句です。宋代や唐代の漢詩も書かれていたそうです。ネットの写真「桂林40」に磨崖仏と漢詩（のようなもの）が書かれているのが見えます。山と河のひときわ美しい桂林。登高したときの景色と、自然の岸壁に掘られた仏や詩は、さぞ雄大だったことでしょう。「投高す」と大きく切れをいれ、最後に天下の詩と断定されたことで、いっそう、その雄大さが伝わってきます。実に気持ちの良い句ですね。
http://www.arachina.com/photos/guilin.asp 

よし女：青畝師の句にはいつも驚かされます。古い季語、思いも寄らない言葉。その言葉の豊かさ。対象物への目の付け所。今日の句も一読しただけではピンとこなくて。みすずさん解のように、季語は登高。陰暦9月9日（今年は10.19）重陽の日の行事。私の季語集には、「グミを詰めた袋を提げて高所に登り、菊酒を飲むと齢がのびるという」とありました。中七の磨崖漢字の省略が、わかるようで気持ちの説明ができない。そこでこの句を睨んでいるうち分けて見ることにしました。
「登高す磨崖」で仏の省略。「漢字は天下の詩」を、漢詩は天下の詩と置き換えて見たら、省略が見えてきました。年輪を踏んだ古い磨崖仏。その雄大な風土を読んだ有名詩人の漢詩。青畝師もさぞ感激されことでしょう。桂林をネット検索して面白かったです。秋は全山、桂花（キンモクセイ）に包まれるのが、桂林の地名の由来だとか。中国桂林の旅、過去二度のチャンスを逃がして今にして惜しかったと思います。

こう：磨崖漢字。これは、磨崖碑ではないでしょうか。三国六朝時代、北魏の鄭道昭の代表作が、大自然の磨崖碑に残されています。不世出の天才といわれた鄭道昭の作品は、題名・詩文・書体等多くは自己の創作であり、今日の書作家の創作態度と似通っているといわれています。後漢の隷書も磨崖碑として、有名な石刻や碑が多くあります。青畝師のおおらかで、自由な人生観・宇宙観のようなものが、鄭道昭と重なります。私は、そんな感懐を得て、この句を舌頭に転ばし、大いに愉快です。

とろうち：うむむ。私はもっと単純に考えていました。高い山に登った。そこで見えた漢詩の書かれている大きな磨崖碑。碑に書かれているのは、この見事な景勝を称えた詩。時は秋。眼下に広がる景色はまさに絶景の一言。「桂林の山河天下を甲す」と言われる桂林を詠んだものならば、それはまさに天下の詩と言えましょう。どこで詠んだものかは分からずとも、磨崖碑という言葉や、登高という言葉がなんとなく中国を想像させますね。日本のような小さな島国ではなく、広大な中国大陸そして巨大な磨崖碑は、天下という言葉にふさわしいと思いますし、登高という季語も格調高く、秋の澄んだ空気を表していると思います。 

けんいち：この句、登高す/摩崖漢字は天下の詩、と読みました。登高してみれば向こうに切り立ち磨かれたような崖がある。それになにやら漢字が刻まれている。よくみれば天下に名だたる詩であつた。この季語は漢詩からきているのは勿論ですが、そう言えばこの句も漢詩調ですね。皆様の云われるように、中国の風景が目にみえてきます。桂林に畳彩山という200m強の山がありそこの風洞の入り口及びなかに唐代から宋代にいたる有名な詩文が多く刻まれているのです。この山から見る桂林の風光はすばらしく、観光スポットであるようです。師はここに登られ多くの漢字が刻まれそれが天下に名だたる漢詩であることに感銘をうけられたのではないでしょうか。なれば摩崖漢字＝摩崖碑文なのですね。 

みのる：登高という季語は、重陽の日の行事という設定ですが、多くの例句では、かなり自由に詠まれています。青畝先生も登高の句をたくさん詠まれていますが、登高の句を読むときの注意点というお話を伺ったことがあります。それは、「登山」という季語とは区別して使いなさいということでした。実作上は難しい課題ですが、「登高」と「登山」とは微妙に雰囲気が違うのですね。 

13■ 航跡の泡は雪白菊を投ぐ 

かうせきのあわはゆきじろきくをなぐ 

光晴：読み方は、泡はゆきじろ/菊を投ぐと思います。おそらくその水域で遭難したか、会戦の跡かと思います。その慰霊の船行だと解釈しました。船は停止する前に一回転して雪のように白い航跡を残したのでしょう。その輪の中に菊（黄色く見えますが）を投げ入れたのだと思います。泡が鯨幕のようにも感じられて、悼む気持ちが良く顕れていると思いました。 

けんいち：光晴さんの名解をみて、これ以上のことはいえません。
みすず：私も最初は、「雪白」という言葉が分かりませんでした。雪白と読んだほうが、575になるのですね。慰霊の花束を、航跡の渦巻く真っ白な波の中へ投げ込んだ。その一瞬を見事に切り取った句ですね。亡き人を偲んで安かれと、思いっ切り花束を投げる。自分も船上にいるかのような錯覚にとらわれ、悲しみが溢れるような切ない想いになりました。

よし女：遭難か戦跡か、いずれにしても慰霊の船旅でしょう。船上から、真白く渦巻く航跡に心を込めて白菊を投げ入れた。その一瞬を切取った深い一句です。


とろうち：最初に読んだ時に、どういう情景を詠んだものかは見当がついたのですが、船が立てる波を雪に例えるのはどうなのだろう。と思いました。そうしたら「雪白」という言葉があるのですね。意味は「雪のように白いこと」とありました。雪そのものではなく、雪のように白いというので納得がいきました。白という色が悲しみを増幅するような気がします。 

みのる：雪白という措辞の斡旋が全てですね。うまいです。 

フォームの終わり

14■ ある僧の頭陀ぺしゃんこや豊の秋
あるそうのづだぺしゃんこやとよのあき 

けんいち：それぞれの言葉の意味は判るが、全体を通して何をいっているのか?　頭陀がぺしゃんことあるから、これは頭陀袋のこと。ある僧の頭陀袋にはなにも入っていないよ、豊の秋だなあ、と読めるが。豊年なのに何の寄進もなく袋がからっぽというのも変。いやいや、やで切れているから、豊年と袋をくっ付けることも無い、しかししかし・・・と混乱しています。「頭陀」は梵語のドーダの漢字訳で、すべてをうちはらうとあります。頭陀行は欲のすべてを払う佛行、そんな僧の首からかけているのが頭陀袋。なんとなく景色が見えてきました。俗世間は豊年満作で打ち騒いでいる秋、そんなことには無関係にあまり人の寄り付かない場所にひっそりと立ち托鉢を続けるある僧、そこにはもうすぐ冬に入る秋の淋しさがあります。みごとな対比ですね。
光晴：村中野良仕事に励まねばならないほどの豊作なのでしょう。どこの家に行っても誰もいないので、この修行僧はぜんぜんお布施が貰えません。そんな光景に師は出くわしたのでしょう。こんなに忙しいのだから、坊さんも許してやってよ。と笑いながら師は坊さんを見ているようです。
よし女：この句を一読したとき芭蕉の像が浮かびました。そして、豊の秋の季語で大きな稔りの景が浮かびます。頭陀とは、仏道の修行に専心すること。特に僧が修行のため食を乞いながら諸国を旅することとあります。ある意味、翁も晩年は修行の旅だったと言われ、よく目にする像も頭陀袋を身に付けているようです。ぺしゃんこの頭陀袋と豊の秋、くすんだ色合いの袋と黄色の稲穂　　　それぞれの対比が見事ですね。
こう：ある僧・・良寛像が浮かびました。越後平野の稔りの秋を、とぼとぼ歩かれる良寛さん。良寛さんは、お布施より自然の景の中で、秋の美しさに歌心をかきたてられていたのでしょう。芒の穂の揺れる五合庵を訪れたことがあります。良寛さんの書には、「乞食す」という書き出しの漢詩が多くあります。
とろうち：みなさんのコメントを読んでいると、とても勉強になります。私などはこの句を読んで、実りの秋なのに坊さんの頭陀袋はぺしゃんこといった対比がおもしろい、としか読めませんでしたから。稔田の鮮やかな黄色と坊さんの袈裟の黒と、鮮やかな対比が印象的です。
みすず：ある僧の、と書かれてあるので、読者は芭蕉、西行や良寛などを想像することができるのでしょうか。ぺしゃんこや、という言葉の使い方が面白いと思いました。この言い方で、豊作なのにお布施をもらえない僧が、哀れではなく達観しているようにも思えます。それと同時に作者の僧に対する愛情をも感じられます。言葉って本当に不思議ですね。
みのる：豊秋の農道を行く修行僧の頭陀袋がぺしゃんこであったという対比の驚きを詠まれた作品と思いますが、その情景を一枚の絵として思い浮かべても、晩秋の一点景になりますね。「ある僧」にこだわりすぎると脱線しますから、素直に写生句として鑑賞すればよいと思いますが、いろんな連想が働くのは楽しいですね。
15■ 藁塚に一つ目小僧縛らるる
わらづかにひとつめこぞうしばらるる 

けんいち：「藁塚」最近ほとんど見かけません。脱穀後の藁を草履とか屋根用とかに保存する為に田に塚を組んで置いている。棒を中心に円錐状に組んだものから、大きな円筒状にくんだもの、大きな棒にくくり付けくくり付けして乱雑な形状のもの、いろいろで地方によって異なっているようです。そんな藁塚に一つ目小僧が縛られているというのです。一つ目小僧。これも色々の伝承がありますが、そうじて大きな害を与えるものでなく、ちょっとした悪さをするかわいらしい妖怪です。そんな一つ目小僧が藁塚に縛られている。イメージを膨らませてみます。収穫の終った晩秋の田圃、ネットでみた大きな円筒状の藁塚、周囲を縄でくくられ屋根状に藁がかぶされてぽつんぽつんとひろごる刈田に置かれています。そのなかの一つに側面がえぐられ穴があいているものがあります。一つ目小僧が縛られているようだ。寒くなりかかつた山から小僧が降りてきて、村に悪さをしかけに来たのをここで食い止めているのだなあ・・・いつもながらの迷解、珍解です。お許しください。
よし女：この一句、始めはまるで見当も付きませんでした。季語は藁塚。うーん、一つ目小僧が縛られる？　景が浮かばない。藁塚は稲の収穫後、田に藁束を積み上げたものですよね。よく手伝わされ、塚が高くなるに連れて、放りあげてたなぁー。一度パソコンを閉じて、家事をしながら、一つ目小僧を考えました。ふと思い出したのです。案山子ではないかと。手作業で行っていた米作りは、寸暇も惜しい。雀に啄ばまれるのはシャク。そこで、案山子の最初の頃は、顔に大きな目玉だけを書いて田の中に立てていたような気がします。今でこそコンクールなどがあり、リアルな案山子が多いですね。雀も、当初は一つ目小僧でも効果があったのが、だんだん学習して、賢くなっていったのでしょう。その一つ目小僧の案山子を、来年もまた使おうと藁塚に結わえておいた。もし朽ちて役ににたたなくなったとしても、短時間で作り変えられます。そうだとするとこの一句、まるで水木しげるの世界で面白いのだけれど。
桃子：私もよし女さんと同じですぐ一つ目小僧は今年の田を守った案山子だと思いました。今では大きな風船に目玉を書いてロープでゆらゆらさせながら鳥の害から作物を守っていますね。きっと昔の案山子は一つ目小僧にして立ててあったものなのでしょう。ロープでは鳴子が仕掛けてあったように思います。
みすず：今はちょうど苅田に藁塚が点々と置かれている季節ですね。一つ目小僧というのは、やはり案山子のことでしょうか？　また、「縛らるる」と擬人化したことで、とてもユーモラスな句になりました。写生から物語の世界が生まれてくる・・・いいなあと感心してしまいます。
とろうち：私も一つ目小僧は案山子だと思いました。この辺りでは藁塚というほどのものはお目にかかりませんが、藁塚に縛り付けられているのではなく、ぐるぐる巻きになった案山子が藁塚に立てかけられているという光景でしょうか？　のどかな田園風景ですね。
みのる：この一目小僧は、鳥威しの一種で、関西ではよく見かけます。ゲゲゲの鬼太郎という妖怪アニメにでてくるものに似ています。桃子解にあるように、大きな風船に目玉を書いて収穫前の田んぼではロープでゆらゆらさせながら鳥の害から作物を守っています。刈り入れの時には、全部片付けられていたはずですが、何かの拍子で一つはぐれ残っていたのでしょう。藁塚を組むときに見つかったので、とりあえず藁塚にくくっておいたのです。風に煽られて元気のよかったやんちゃな一目小僧が、いまは藁塚に縛りつけられているよ・・・と感じられた。茶目家のあるユーモアな作品ですね。
16■ もみづれば金色の橡世界あり
もみづればきんいろのとちせかいあり 

けんいち：一読目のまえに光景がうかびました。黄葉すれば黄金色にかがやく世界がある。もみずればの言葉が巧みです。しかし橡はくぬぎであの団栗の木ですね。紅葉こそすれ黄葉ではない筈。ネット探索しますと、栃の木も橡です。マロニエも栃の木の一種。それならば黄葉する。黄葉の代表格は銀杏ですが、橡のこのような風景どこなのでしょうね。
よし女：秋、もみじが始まると、黄金色に輝く橡の葉、それこそ他の黄葉や紅葉と異なり、橡の山は金色の独自の世界になる、と表現されているのでしょうか。一本の橡の木でも言えると思うのです。この句の季語は橡紅葉ですね。「金色の橡世界あり」が小主観なのでしょうか。青畝師の句は季語を分解して、師独特の宇宙を作られますね。それが面白くもあり、混乱することもありますが・・・青畝風土記を橡紅葉で引くと戸隠とありました。
とろうち：きれいな句ですね。橡の木の下から、きらきらと日を透いて輝く金色の葉が見えるようです。黄葉する前はそれほどの存在感はなかったのに、今はまさに橡世界と言うべき、圧倒的な美しさと存在感。スケールが大きい句だと感じます。
はるにれ：今年の紅葉は遅いのですが、ちょうど今が黄葉づる頃ですね。「金色の橡世界あり」きれいですね。情景が本当によく浮かびます。黄葉づるとしないでもみづるとひらがな表記することによって、金色の橡を際立たせる工夫がされていると思います。以前、漫然と意味なくひらがな表記にしてはいけないと習った事があります。この句を拝見して、そのことが理解できた気がします。
光晴：私は少数意見になると思いますが、中7で切って鑑賞いたしました。秋になって橡も色づき今までと全く違った景色となった。気が付かなかったが、こんな素晴らしい世界があるんだよ！と。橡世界ではむしろ限定的であり、景が狭い気がしました。
みのる：「もみづれば/こんじきの/とちせかいあり」と読むのが一番ふさわしいと思います。句会などのときに披講子がどう詠むかはとても重要で、この作品の場合も、もし「もみづれば/こんじきのとち/せかいあり」と読み上げたら、全く句意が変わってしまいます。一句をどのような調子で詠むかと言うことは鑑賞にも影響します。作者は忘れましたが、「照れば金日かげれば銀すすきかな」とう句があり、この作品の披講に関して虚子先生のエピソードがあります。披講子が、「照れば金/日かげれば銀/すすきかな」と読み上げたのを虚子先生が戒められ、「照れば金/日かげれば/銀すすきかな」と詠むようにと注意されたのです。とても高等なお話ですが、披講子は、瞬時に句意を察して読み上げる必要があるのですね。さて、この作品、高木の橡が群落を成している深山道ではないかと思います。「世界」という措辞がそれを連想させます。つまり、高空を占めて橡黄葉が覆っており、作者のたたずんでいる樹下のあたりは、もみじ明かりによって、まさしく金色の世界を綾なしているというのです。
17■ 所思を述ぶ時期と高きに登りけり 

しょしをのぶじきとたかきにのぼりけり 

けんいち：この句の季語は登高でしょうが、本来の意味の登高ではありませんね。壇上に上ると解釈しました。こんな高いところから失礼します、と云いますね。このような季語の使い方がよいのかよく判りませんが、この「高きに登る」でなにか重大な決意を述べる心境がよく伺がはれます。この句を読んだとき、虚子の「春風や闘志いだきつ丘にたつ」を思い浮かべました。虚子が俳句に帰り、碧梧桐の新傾向に反して、守旧派を自称し花鳥諷詠客観写生を唱えた時の句ですね。大正二年虚子38歳でした。青畝師は大正六年18歳の時虚子に初対面、いろいろの紆余曲折を経ながら虚子に心酔するところになつたと聞いています。したがってこの句は虚子の春風の句と相対するものではないでしょうか。俳句に対する自分の所思を述べんと決意も新たに壇上に上ったと。しかし季語の使い方、これで良いのか疑問がのこります。季感がありません。年表を見ますと、昭和十三年主宰誌かつらぎ十周年を記念すべく単身葛城に登るとあります。師39歳虚子の春風とほぼ同じ年齢。この時期にあの峻険なふるさと葛城に登り心新たにした上で、記念の所思を述べたい。これならば季語が生きしかも所思を述べる時とも合う。小生6年前職を辞した記念に葛城に登り帰り道凍結に足を滑らし骨折、一ヶ月の入院をしました。そのときのステンレス板が足首に残っています。
よし女：季語は登高ですね。予てより、心に決めていることを発表するのに、丁度良い時期が来たと思い、9月9日小高い山に登り菊酒の会を開くこととした。所思は、具体的には解りませんが、俳句に対する青畝先生の主義主張なのでしょう。六日のあやめ、十日の菊の例えもあり、今でなければならないと言う強い意志を感じます。登山とは明らかに違う登高の句と受け取れますが、心象性の強い一句だと思いました。
とろうち：またまた難しい句ですね。登高と登山とは違うということを頭に置いてというみのるさんのコメントを、頭の片隅に置きつつ考えました。けんいちさんが挙げられた虚子の句。私もなんとなく似ているなと思いました。虚子の句の春風が、夢と希望に溢れた心を表しているのなら、この句の登高は、秋の空のように澄み切った迷いのない心を表しているのではないか。ここまで来るのには、いくたびか迷いもした。けれど今、時は来たれり。自分の考えにもはや迷いは無い。それを祝いたいような気持ちで山に来た。ここから見える眺めのように、私の心は澄み切っている。そんなふうに思いました。
はるにれ：青畝師のお句を拝見するたびに、俳句とはもっと自由でいいのだと勇気を戴く気がします。学びはじめに人事は読むな、自然詠でと鍛えられすぎた弊害が私にあるせいかもしれません。この句ではどこの場所という大切さより、作者の心情と決意である「所思を述ぶ時期」が、際立っていると思うのです。それに高きに登るという季語が揺るがずついてくる。心の思いと実際の体験（登高）という二つがぴったりあって、人事だの自然だのと区分けしているむなしささえ感じています。こんな決意とすがすがしさときっぱり感を持った句を目指したきもの。
みのる：所思を述べることを目的に高きに登ったのではなく、「いよいよ所思を述べる時期がきたよ」という決意を持って「登高」したのです。青畝師には珍しい主観の句ですね。確かに心象句の類になるかと思いますが、ご自分の深い思いを、季語や写生のテクニックを使って上手の表現されていると思います。心象や主観をストレートに表現しすぎると俳句ではなくなる恐れがあります。永年の写生の訓練によってこのような作品が読めるのだと、私は思います。ちょっと脱線しますが、子規門下には高浜虚子と河東碧梧桐という双璧をなす高弟がいましたが、碧梧桐が子規を離れて新傾向俳句に走った話は有名です。虚子門にも、高野素十、水原秋桜子がいましたが、虚子の客観写生にもの足らず、やがて秋桜子は虚子を離れます。このような師弟の歴史は、どのような結社でも繰り返されているのが現状かと思います。青畝先生も結社「かつらぎ」を推進され、多くの著名な弟子を育てられました。弟子たちが互いに切磋琢磨して、成長していくことは指導者としてうれしいことですが、後継者争いのような雰囲気になって互いにいがみ合うようなことがないようにと、晩年は、いつも祈っておられたようです。自分を犠牲にしてでも弟子のためにと尽くされる。そんな先生の生き様を目の当たりに見てきた私には、この作品に託された先生の思いが痛々しいです。
18■ すだれ柿不作の年と言ひながら 

すだれがきふさくのとしといひながら 

けんいち：すだれ柿、秋の景色の中で最も好きなものの一つです。この言葉だけで秋の澄み切った風景、赤と青のコントラストが目に浮かびます。柿栽培農家でなくても、柿の木の二本や三本庭先に或いは田畑の端にどの農家にもあると思います。そんな柿を剥きすだれにして農家の軒先におそらく自家用として下がっています。毎年のことです。今年は米が不作の年と言いながらもこのように農家の日常は変わりなく永遠に続くのです。お百姓に対する師の暖かい視線を感じます。
よし女：季語に吊し柿はありますが、すだれ柿の季語は見当たりません。ですが何本も吊してある干し柿だろうかと思いました。皮を剥いた渋柿を、庇の深い軒にずらりと並べて吊るした景が浮かびます。柿も豊作の年、不作の年があるようです。不作でも柿の木が多くあれば数も多くなるでしょう。「今年は柿が不作ね」と言いながら家族総出で柿の皮を剥き、風通しのよい場所に干しているのでしょうか。山国の仲良し家族が浮かびます。今夜の中国地方ニュースで、横に引っ張った縄の間に柿を挟んで干していました。何本もの横縄の柿を見てまことに、すだれ柿だと思ったのですが・・・
とろうち：すだれ柿と言えば飯田の市田柿が有名でしょう。
http://tsutomu3.com/04year/0411ichidagaki/ichidagaki.htm
その他、塩山名物ころ柿を干している風景もあります。
http://photoxp.daifukuya.com/exec?board=tsuchiyatomonokai&action=large_picture&id=12838
一般の家などでは取る量が少ないので、紐の両側に一個ずつ吊すのが普通だと思いますので、やはりこれは柿農家の風景だと思います。今年はあまり柿が採れなかったとは言うものの、見事なまでの柿すだれに圧倒されての句だと思います。 

よし女：すだれ柿のネット旅行をしました。すごいですね。一度実景を見たいと思いながら、このような景は見たことがないのです。とろうちさん、感謝です。
みすず：すだれ柿の写真、本当に素晴らしい風景ですね。お米が不作の年だったのでしょうか？　それとも柿は豊作と不作の年があるようですので、不作の年といっても、やはり柿すだれは美しいことよ。と詠われたのでしょうか。いずれにしても、柿すだれの美しさを讃えてやまない句だと思います。
みのる：わが狭庭にも柿の木が1本ありました。たしかに、数え切れないほどほどに成る年と、ぱらぱらと申し訳程度にしか成らない年とがありました。どうやら柿の習性のようなものでしょうか。圧倒されるようなすだれ柿の見事さなのですが、それを直接言わずに、「不作の年と言ひながら」という措辞によってそれを連想させるところがうまいですね。感動をそのまま言葉にしただけのなんでもない自然体の表現ですが、それでいて味わい深い句になっています。徹底した客観写生の修練によってこのような作品が授かるのでしょう。
19■ 火のごとき林檎ありけりトラピスト 

ひのごときりんごありけりトラピスト 

けんいち：高い塀に囲まれた中で祈りと労働に徹するトラピスト修道院。自給自足の生活です。そこの果樹園いましも林檎の収穫期です。その林檎は通常の林檎以上に真っ赤で火の燃える如くである、と青畝師は詠むのです。火のごとき、というただごとではない言葉に、トラピスト修道院の厳しい労働、信仰の厚さ、が通常ではないことを思わせます。その結実としての林檎。それが火のごとく真っ赤であっても可笑しくは無いでしょう。いまさらながら師の言葉使いの巧みさに驚かされます。修道夫といえども人間、悩み煩悩はある筈。それを打ち払う為の祈り労働です。その打ち払われた煩悩等が林檎に乗り移り火のごとくである。と見るのは凡人でキリスト教徒でない私の神にたいする冒涜でしょうか。この句、あの象嵌の句と同じ当別トラピスト修道院で詠まれています。北海道に林檎？　と思ったのですが函館は津軽海峡を経て青森の対岸。当然林檎は出来ますね。寒さは青森より厳しい筈。その林檎は最もおいしいという津軽林檎に勝るとも劣らないと思います。
よし女：トラピストの措辞から修道院の中の林檎園だと解ります。けんいちさんと同じような感じを、ぐるぐる思いめぐらせました。「火のごとき林檎」の措辞は、信仰の深さ、労働の厳しさ、青畝先生ご自身の心など、垣間見るような気がします。りんごの故郷は北国の青森が定番ですが、実は、山口県にも阿東町徳佐にりんご園があるのです。島根県と隣接していて、冬は積雪が深く、とても寒いところです。昭和21年に苗木を植えて大きくしたのだとか。先日、そこの林檎狩りにいきました。食べ放題と言われても、そんなに幾つも食べられるものではありませんね。黒味がかった真っ赤な林檎が大将軍と名付けられ、評判がよいようです。グローバル化は、風土イコール植生ではなくなっていく。そんなことを思いました。
はるにれ：句意はトラピストという場所に火の様な色の林檎がある・・なのだと思いますが、いろいろなことを想起させてくれますね。アダムとイヴの林檎の物語をまず連想しますが、読む内に林檎を信仰と読み替えている自分を自覚します。赤、火というのは動的なエネルギーですね。修道院に暮らす人たちは、一見静かな暮らしをしているが、内には心に滾る神への信仰を燃え滾らせつつ暮らしている。この句を読んだ時にそんな印象がありました。
とろうち：トラピストについて何も知らないので、少し調べてみました。広大な石ころだらけの土地を開拓し、全くの自給自足の生活。午前3：30に起床して午後8：00に就寝するまで、祈りと労働だけの生活。そこにある林檎は、特に変哲もない林檎なのでしょう。けれどそれは、揺るぎのない信仰心を映し出す炎の色なのです。火のごとき林檎という言葉はすごいですね。
こう：火のごとき林檎ありけり・・凄い一言に驚きます。アダムとイブの触れた林檎をおもいました。トラピストの中になお原罪がありとして、それは　まさに、火のごときものであり、なお一層厳しい戒律が対置されると。現実の林檎園をみての師の連想かと思われる。
みすず：トラピスト修道院の燦々と陽を浴びた林檎畑。完熟のもぎたての林檎は、さぞジューシーで、僧たちの一日の労働の疲れを癒したことでしょう。火のごとき・・・けり、と詠嘆することで、やはり信仰の燃え立つような思いが込められていると思いました。
みのる：リンゴは品種改良されて、多くの種類があるようですね。トラピスト林檎園のそれは、見事に真っ赤だったのです。みすず解のとおりトラピストの林檎園なので出荷目的ではなく完熟した赤さだと思います。確かに「火のごとき」の措辞によって信仰心との関連をも連想しますが、それではやや憑きすぎの感があります。むしろ神様の摂理というか祝福が林檎の赤に象徴されていると私は感じました。

20■ 日あたりをほずゑわたりに小鳥かな

ひあたりをほずゑわたりにことりかな 

けんいち：この句、一読まことに調子よろしい。舌に転がるようであります。「日あたり」「わたり」「ことり」と、リズミカルに「り」が続くからでしょう。小鳥が喜喜として木のあちらこちらと渡っている景色が目にうかびます。しかし、ほずゑとは？　辞書をひもとけば穂末すなわち穂の先とあります。されば稲穂のなかを飛び回っている稲雀のことかとも思いましたが、この句の雰囲気にはあいません。そこでパソコンの変換でほずえと入れみると、「上枝」とでます。どうやらこれのようです。先日公園のベンチでぼんやりと座っていました。みあげれば秋の柔らかい日ざしが木漏れ日となって注いできます。その木の日のあたる上の枝あたり、ほんとうに小ちゃな小鳥達がちちと鳴きながらちょんちょんと枝から枝へわたりあるいていました。無為に流れる時間のなかに心地よいひと時でありました。
とろうち：「ほずゑ」を上の枝の意味ととると、庭木などの低木の上枝をちょんちょんと、ヒタキのような鳥が渡り歩くといったものを想像しましたが、この場合の仮名遣いは「ほつえ」なんですね。「ほずえ」とすると、やはり穂の先という意味しかないようなので、そうなると、原っぱのような所で穂のある植物をついばみつつ、ちょんちょんと跳ねているような小鳥を想像します。ただ、あまりこういった光景にお目にかかったことがないので、本当にこんなことってあるのかな？　とは思いますが。意外に難しい句となりました。
はるにれ：ほずえという言葉を覚えました。変換すると「上枝、穂末」と出てきますね。上枝は辞書では「ほづえ」で出てくるので、穂末とするのかなと思います。というのは以前、雀が2羽揃ってネコジャラシの穂にちょんちょん飛びついているのを見たことがあるのです。かなり長い間を、次から次へちょんちょんちょんちょん穂からこぼれる種をめがけて突付いていたのです。この句を読んだ時に真っ先にその光景が思い出されました。
よし女：最近の句が、少し脳を使っていたので、季感の良く現れた今日の写生句にかえってコメントが難しいですね。「ほずえ」を広辞苑で引くと、穂の先とありました。更に「穂」を引くと3番目くらいに「すべて尖ったものの先」と出ました。日の当たる樹木の先のほうを、止まっては少し跳んでいく。ちょこちょこ跳んでは止まるを繰り返している小鳥たち。小高い場所からだと、ほずゑわたりが良く解るでしょうね。「ほずゑわたり」の措辞に、感心しました。
みのる：わたしの誤植かと思ってもう一度見直しましたが、”ほずゑ”でした。句意としては、”ほつゑ”に近いでしょうね。よし女解にあるように、”穂”は、「すべて尖ったものの先」の意ありますので、小春の日差しを縫うように枝先から枝先へと元気に飛び回っている小鳥達の様子かと思います。
21■ 就中ワインの如き紅葉かな 

なかんづくワインのごときもみぢかな

けんいち：ワイン色の紅葉があるというだけならば単なる報告ですが、「就中」がどんと効果をだしています。全山紅葉の中、一本の血の様に真っ赤な紅葉を見た、といふのです。その驚き感激が伝わってきます。それと同時に全山の紅葉が見へます。かの有名な、「頂上やことに野菊の・・」の句の「ことに」の措辞と同じ効果ですね。聖餐のワインすなわちキリストの血を師は思い浮かべたかもしれません。 

よし女：紅葉の色の表現として、ワインのごときが意表を突いていると思いました。そして、漢文訓読の就中が漢詩調で、格調高い一句になっていますね。 

とろうち：「就中」という言葉は知っていましたが、さてどういう意味だったっけ。と調べてみました。直前に述べた事柄について、顕著なものをひとつ例示する語、とありました。全山見事な紅葉。黄色く色づいたもの、赤く色づいたもの、それぞれ美しい。その中でも特に、ワインの如き深い赤を湛えたこの紅葉の美しさは格別だ。就中の使い方がうまいですね。さすがです。 

みすず：就中の言葉は知っていましたが、今まで使ったことのない言葉でした。この使い方には唸ってしまいます。また、ワインという洋風のものとの取り合わせもうまいですね。言葉の魔術師という評がぴったりです。山全体の紅葉の美しさ、とりわけワイン色の。とカメラで少しずつ焦点を絞っていくようで、最後にピタリと焦点が合ったような美しさが感じられました。 

みのる：「力強い句を詠むためには出来るだけ焦点を絞り込む」という教えを具体的に示した作品ですね。皆さんの感想どおり「就中」がすごく効いています。錦秋をつづっている遠景の中にワンポイントで一際目立ったのでしょうね。櫨紅葉が、「ワインのごとき」という感じにぴったりかと思います。

22■ ビニールハウス釣瓶落しの日をはじく

ビニールハウスつるべおとしのひをはじく 

けんいち：季感のないビニールハウスも、青畝師の手にかかればかくのごとく句材となるのです。この句一読、一目瞭然、景色が見えます。夕日でも朝日でも日の光りがものの側面に当たります。そんなとき遠くにきらきら光るものがあります。それは遠くの家の窓ガラスであることが多いです。ビニールハウスもそんな反射体の一つ。ビニールハウスの点在する田園地帯、秋の夕日がまさに落ちなんとする時、ビニールハウスが日をはじき一瞬きらりと光った。すぐにすとんと日は落ち、一帯は夕闇につつまれた。現代の田園地帯の風景。「釣瓶落としの日をはじく」がいいえて妙です。
よし女：最近はどこに行っても目にするくらい、ビニールハウス栽培が盛んです。夕日に照らされたそのハウスが、きらきらと輝くのを、日をはじくと言われたのですね。「釣瓶落とし」の季語は、「釣瓶落としの日」となるべく「日」まで入れるようにと、青畝先生が言われたとみのるさんから教えられました。この季語は結構難しいです。 

いなみの：秋の日があっと言う間に落ちて暗くなります。夕日の当たる所も刻々と変わっていきますがその短い間の変化をビニールハウスの屋根に見つけられたのには脱帽いたしました。ビニールハウスの陰が濃くなっていく様子まで見えそうな気がします。

とろうち：秋になると日が低くなるせいか、横から差し込む光がとても印象的になります。その日をはじいてビニールハウスがキラキラと光っているのですね。でもそれもつかの間、ほんの十分ほどで太陽は位置を変えビニールハウスは光を失ってしまいます。分かりやすい、そして写生のお手本のような句ですね。 

みのる：本当になんでもない写生句なのですが、「釣瓶落としの日」の季語が動かないですね。 

23踊りたるどんぐり独楽は負けにけり 

をどりたるどんぐりこまはまけにけり 

けんいち：団栗の背比べ、なんていいます。似たり寄ったりで個性がなく比べようがない。しかしどうしてどうして団栗にも個性があるぞとこの句は主張しているのです。団栗に穴を開け、爪楊枝かマッチを挿し団栗独楽をつくる。それをもちより廻しどちらが長く回るかを競う。悠然といつまでも回る奴、この句の団栗は踊るようにぴんぴんと跳ねすぐに倒れ、まさしくどんぐりころころと負けるのであります。まつたく不揃いの団栗たちです。人間にもいるではありませんか。おっちょこちょいで飛び跳ね、いつも失敗ばかりしている奴。たとえばこの合評の私みたいな。面白くて、郷愁を感じ、また身につまされる句です。
みすず：懐かしい情景ですね。よく回る駒は、あまりうろうろ踊らず、力を溜めつつ、まるで一点に立っているかのように回っています。それだけ回る時間が長いのでしょう。「踊りたる」が良い表現ですね。あらあらと思ううちに、大きく乱れてゆらゆらと止まってしまうのでしょう。どんぐり独楽をよく観察して写生の効いた、またちょっとユーモアのある句だと思いました。

はるにれ：どんぐり独楽で競争をしている様子が本当によく分かります。孫にどんぐりを拾って独楽を作ってやりました。なかなかうまくまわせないのですが、今はこうした遊びが子どもたちの身近にないのが残念な事です。幼稚園では「昔遊び」と称して独楽遊び、はねつき、おてだま、すごろくなどがその時期に合わせて、ほんの少し紹介されるだけの時代になってしまいました。教える先生方ももうその遊びには習熟していない・・その内「踊りたるどんぐり独楽」がわからない若い人も出てくるかも・・と思うと、実感で分かる者が実感で伝えていかなくてはいけないのかなとちょっぴり考えさせられた今日の一句です。 

よし女：この一句、順に読み下すと「踊ったどんぐり独楽は負けてしまったよ」と成るのでしょうか。だから、よそ見せずにしっかり回りましょう。と言いたくなるような楽しい句です。

とろうち：強い独楽は回転軸がしっかりしていて、あまり動きません。回転軸が太くて、まるでワルツを踊るようにくるくると円を描く独楽はあっという間に止まってしまいます。当然負けちゃいますね。揚句は、子供のような素直な見方をした、楽しい句だと思います。 

みのる：よく回るどんぐり独楽を作る秘訣。①全体の形が歪んでなくて均一などんぐりを選ぶこと。
②芯棒をどんぐりの中心をはずさず、垂直にまっすぐに突き刺すこと。③心棒の先は短めに、どんぐりの上に出る部分はやや長めにして独楽全体の重心を低めにすること。理工系のわたしは、こどものころかなり凝りました。よ～いどん、で試合開始。最初はどの独楽も勢いよく回るのですが、バランスの悪い独楽は、すぐにゆれ始め、やがて負けてしまいます。この様子を、「踊りたる」と形容されたので、独楽に意思があるような錯覚を感じますね。大きい本物の独楽の場合は、ゆれ始める様子を「笑い出した」というのですが、どんぐり独楽は、大きく揺れるので、「踊りだす」なんでしょうね。

24■ 三千坊亡びたれども紅葉燃ゆ

さんぜんばうほろびたれどももみぢもゆ 

けんいち：「三千坊」三千もの僧の住む坊のある宗教のメッカ。高野山、比叡山がその代表的な場所。しかしかってはこの二つ以外に三千坊三山を自称した戸隠、修験道の山々長野から新潟にいたるあちこちにあったようです。九州の英彦山にも。又平泉は高野、比叡を凌駕し六千坊を称したという。そんな場所も高野比叡以外は一部を残すもののもう殆どその形跡ものこらず滅びている。揚句はそんななかの修験道の山を想像します。むかしここに三千坊があつたところであるが、もうその形跡すらなく滅びてしまっている。しかしこの奥深い山の紅葉は燃ゆるごとくに今盛りである。栄枯盛衰は世の習いとはいえど、紅葉だけはいつにかわらず盛んだ。しかしこの紅葉ももうすぐに散り、この周辺も深い雪に覆われることだろう。この句六千坊ながら平泉で詠まれたとすれば、一層その感が深まります。
よし女：句の鑑賞は自分の経験、自分の見たものに意識がいきますね。この一句の鑑賞で、私の場合は、修験道の道場として知られる九州英彦山が浮かびます。何処であれ三千もの僧侶がいて栄えた場所も、今は亡びて礎石を残すのみ。けれどもその歴史には関係なく、紅葉は燃えるように美しい。国定公園に指定されている所もあるでしょう。中七の「亡びたれども」の措辞と季語の「紅葉燃ゆ」の対比がみごとです。 

とろうち：三千坊というのは知りませんが、いつの時代も変わらず紅葉は燃えるように美しい。
自然の美しさは変わらないといった意味でしょうか。 

いなみの：昔栄えた僧院も今は無い。紅葉は昔も今も同じように真っ赤に燃えている。しかしこの紅葉はやがて地上に落ちていくことを考えているのだろうか。滅びた三千坊もそうなるまで栄華を謳歌していたのではないか。紅葉との対比で滅び行くものへの哀感あふれる句と拝見します。 

みのる：ネット検索すると、「○○三千坊」というのが、全国に数箇所あるようですね。関西では、有馬三千坊といわれて、昔はたくさんの湯治宿があって賑わったそうです。いまも、「なんとか坊」という名前の付いた温泉宿があるようで、その名残かと思います。時代は移り変わり、温泉町の賑わいは様変わりしたけれども、美しい紅葉の景は今も変わらず昔を忍ばせてくれるのです。名所俳句は、どうしても説明になりがちですから難しいのですが、このように詠むことで、歴史を感じさせることが出来るのですね。
25■ 八裂の果てなる芭蕉よじれけり

やつざきのはてなるばせうよじれけり 

けんいち：なんと無残な秋の風景なのでしょうか。八裂の果てにさらによじれる、破れ芭蕉の果ての姿をなんの感情も交えず淡々と詠まれている。それが故に、かえって破れ芭蕉の無残なすがたが、哀れみをもって私に迫ってきます。今更ながら師の言葉使いの凄さに、ただただ感じ入るばかりであります。

とろうち：この句も季語を分解して再構築するという形ですね。破れも破れたり、八つ裂きも果てと言われる程になった芭蕉が、さらに身をよじっている。冬も近くなったわびしい光景です。 
よし女：風雨に八裂にされた芭蕉。更に敗れた葉が互いに絡みよじれ合っている。晩秋の寂れた風景がよく現れています。八裂の果ての措辞。なかなか出てこないですね。 

みのる：「破れ芭蕉」という季語は使っていないのですが、誰もがそれとわかります。なんども書いたと思いますが、俳句は季語（ことば）ではなく、季感（一句の中に醸し出される季節感）だということです。このような意識をもって俳句を追求することで、新しさを求めておられるのです。わたしたちもこの姿勢を学びたいです。 

26■ 紅葉照り伐折羅大将生きてをる

もみぢてりばさらだいしやういきてをる 

けんいち：薬師如来の守護神十二神将。その一将、伐折羅大将。憤怒の形相物凄く、刀を手に立っておられる。昨年奈良の新薬師寺へ行きました。十二神将といえば、新薬師寺。昔を偲ぶよすがもないちっちゃなお寺ですが、本堂（金堂?）に薬師如来を中におき、両脇に月光、日光菩薩。そしてその周りを十二神将が取り囲む。薄暗いとはいへ、明り取りの白障子からの光りが柔らかくこれらの仏像群を照らしていました。そのなかでも二番目に位置する伐折羅さまの憤怒の形相があきらかにみえしばし呆然と立ち留まっていました。あの五百円切手で有名なお顔です。この句を読んだとき、これはこの新薬師寺のものであると確信しました。外は見えないが、あの明り取りの白障子、暗いといふより、ほのかに明るいお堂。その明かりにてらされたお顔。剥落はしているが、まさしく生きているようです。そしておそらく、障子の外には紅葉が照っている。燃えているといふより、照っている。この対比の見事さ。しかし私が行ったのは、萩の時期でしたが、紅葉はあつたかなとすこし確信がゆらぎます。伐折羅大将、ネット旅行してみました。この新薬師寺の大将を、三次元CADで分析し、色付けした映像がありました。まさしく生きているようです。
とろうち：早速けんいちさんの仰るとおりに検索してみました。これですね。CGで彩色してあるそうですが、このアングルだと迫力満点。
http://www.cadcenter.co.jp/mobile/sinyakusiji/basara/ez/images/wp_basara03.jpg
http://www.cadcenter.co.jp/mobile/sinyakusiji/basara/ez/images/wp_basara04.jpg
外は、紅葉に燦々と日が照る午後。薄暗いお堂の中で憤怒の形相をした伐折羅大将がまるで生きている如くに、指の先まで力をみなぎらせて立っている。仏像でも神像でも、憤怒の像は生き生きとした写実的なものが多いですね。感情というものが、いかに人間的なものなのかということを考えさせられます。

はるにれ：「生きてをる」という下5に、作者が伐折羅像を前にして、おおっ。と思われた感じが良く出ていると思います。「をり、をる」の使い方が今ひとつ難しいといつも思うのですが、「生きてをる」という表現がこの句に臨場感を与えてくれているなぁと思います。
みすず：伐折羅大将の画像、すごいですね。「生きてをる」という言葉にこの像を作った仏師の魂が込められているように感じました。おりしも紅葉が照り映えている季節。静と動の対比、鮮やかな紅葉の色と像の色の対比がよく描かれていますね。 

よし女：「ごとし」でなく「をる」の断定が伐折羅大将を浮き立たしています。「紅葉照り」の季語との対比が素晴らしい。 

みのる：なんでもない発見なのですが、「生きておる」と小主観を表現したことで、報告と写生の分かれ目になっています。見たままをそのままを詠むと報告になりがちですが、感動を写生することが大切であることを教えられます。

27■ 立ちならぶ柳どれかは散りいそぐ

たちならぶやなぎどれかはちりいそぐ 

けんいち：池畔に柳が立ちならんでいます。一見まだ青々として、ゆさゆさと秋風に揺られて、それなりに風情があります。一寸強めの風が通ったその瞬間、どの木からか知れぬがはらはらと枯葉が散り池にふりそそいでいます。柳の落葉をこのように詠まれ、秋真っ只中に冬に移る気配を感じさせる句です。 

こう：唸ります。立ち並ぶ柳。はまだ散る柳ではない。どの柳かは定かではないけれど、散り急いでいる木があるのだなぁ。柳の葉の散るのを見ての感慨。まるで、並んでいる弟子どもの中で、誰かが散り急いでいるようだ。そんな溜め息のような句だと思いました。「どれかは」が面白いです。 

とろうち：川のほとりなどの風景でしょうか。風にのって柳の葉が散り、川を流れていく。その様を見て、どの柳かは分からないけどずいぶんと散り急いでいる木があるらしいと思った。淡々としていながら、どこか晩秋のもの悲しさを感じさせる素敵な句だと思います。 

よし女：観察の効いたデリケートな一句です。「どれかは」と一絡げの表現でありながら、川辺に並ぶ柳の様子、あるか無しかの風、はらはらと散る柳の葉。初鴨も居るかもしれない、など、様々な景色が浮かびます。 

みのる：川堤とかお城の外濠とかでよく見る風景ですね。風が移ろうので、煽られるたびにどの柳ということなくはらはらと散っているのです。やがて散りつくした後は厳しい冬がやってくる。という季節の移ろいをも感じさせます。みなさんの鑑賞のとおり、晩秋の風情を実にうまく捉えていますね。この作品も上手に小主観を詠み込んで成功しています。 

28■ 日々の萩黄落もゆきわたりけり 

ひびのはぎくわうらくもゆきわたりけり 
けんいち：この句、萩と黄落の季語重なりです。私のような初心者にとっては禁じ手です。もし使うとすれば、明らかにどちらかが主体であるように詠まねばならぬと、教えこまれています。けれどもこの句の場合どちらも自己主張している。しかし、繰り返し読めばよむほど両季語が響きあってまことに気分がよろしい。日々で始まり、わたりけりで終る、ゆったりとした調子が移ろう時間の経過を思はせさらにそれに拍車をかけています。脱帽し降参降参という他はありません。
私はこの句、日々の萩／黄落もゆきわたりけり、と読みました。日々の萩で萩の変化を、黄落もで銀杏を詠んでいると解釈し鑑賞しました。しかしそれでも日ゝに変化する萩、その萩もいまはすべて黄落しているとも読めます。ただ萩の葉は黄色くなるのかしら・・・
ゆきひろ：萩と黄葉を配して、時間のながれの違いを感じさせてくれました。
光晴：私は「萩の黄落」で一季語として鑑賞しました。萩は園庭でも寺などでも結構広範囲に植え込まれています。零れ萩の後の枯れ萩にいたるまでの期間、萩のもみじは蕭条とした風景を見せてくれます。「ゆきわたりけり」に感心です。
はるにれ：私も「ゆきわたりけり」に脱帽です。萩の黄落が行き渡ってしまったようで、いよいよ厳しい冬の到来を肌で感じさせるお句と思いました。「ゆきわたりけり」どこかで拝借したいような言葉遣いです。
とろうち：私も萩の葉が黄色くなるのかはよく分かりません。ただ、鮮やかな黄色にならなくても、葉が黄ばんで落ちれば黄落と言っていいのでしょう。日に日に萩の葉が黄ばんで落ちていく。花の盛りもすっかり過ぎて、気づけば辺りは黄色い落ち葉で埋まっている。もう少しすれば、すっかり葉も落ちきって枯れ萩となるのだろう。晩秋を感じたひとときを詠んだものと思います。
みすず：日々の萩とゆきわたりけりで、静かな時の流れが感じられます。しみじみとした良い御句ですね。秋を惜しむ気持ちが良く伝わってきます。「萩の黄落」で一つの季語と見ても良いのではないでしょうか。
よし女：日々楽しんだ萩の花も散り、枝も黄変した葉を落し尽したなあ！！と晩秋の感慨でしょうか。青畝先生の「かつらぎ庵」には、萩の木が多かったようで、その思いも一際、強かったことでしょう。「ゆきわたりけり」が出てこない言葉ですね
みのる：ご自宅かつらぎ庵のお庭での写生と思います。萩にも種類があると思うので自信はありませんが、私の知る限りでは萩は黄葉します。萩と黄落の二季語を同時に詠んだものではなく、庭萩の黄落を詠んだものです。みなさんの鑑賞どおり、晩秋、秋惜しむの季感が余韻として漂いますね。
29■ 火の山はマグマのごとく錦せり
ひのやまはマグマのごとくにしきせり 

けんいち：想像も出来ないはるか昔の太古も太古の時代、地球のあちらこちらにマグマが吹き出し、全体が燃える如くであったという。日本は特にそのような火山活動で隆起した火の山の島である。このような日本列島も今や秋、北から南にかけて嘗てマグマが燃えたように紅葉黄葉が燃えぬけてゆくのである。この句はある特定の山の紅葉を詠まれたに違いありませんが、私はこの句を読んでかくのごとき妄想がひろがりました。これもマグマという言葉の魔力からですね。というのも私の故郷は、紅葉の名所寒霞渓。太古の火山活動で隆起した岩石が度重なる地殻変動により侵食され、奇岩数多そこに紅葉が・・まことに絶景かな！絶景かな！であり、そこからの妄想であります。http://www.shodoshima.or.jp/kankou/kankakei.htm

とろうち：けんいちさんが貼ってくださった画像を見ると、この句の詠まれた状況がよく分かりますね。火山を流れるマグマのように、真っ赤に色づいた紅葉の群れ。この句、季語ではなく季感を感じよという例でしょうか？　普通に詠めば「マグマのごとき紅葉かな」となるのかもしれません。
みすず：紅葉は、燃えるごとくとか火のごとくなどと言う言葉を使いがちですが、紅葉の美しさを、マグマのごとくという表現には、ただただ脱帽です。マグマの凄まじさ、溶岩の噴出す光景にも、優るとも劣らぬ紅葉の美しさなのですね。
よし女：マグマのごとくの措辞に脱帽です。それが火の山、火山ですよね。真っ赤に色付いた山の表現、それが錦のようだとの措辞、これ以上の深紅の描写はできないように思います。
みのる：「火の山は」なので、浅間とか桜島のように噴煙を立ち上げている活火山ではないでしょうか。その山が真っ赤に錦しているのですね。そのさまが、噴出したマグマのようだ・・・と作者は感じたのです。山、錦という言葉が含まれていますから、「山粧ふ」「紅葉山」などの季感と解釈していいでしょう。
30■ ひるがへり来る柿の葉は唐錦
ひるがへりくるかきのははからにしき 

けんいち：今日の句、昨日と同じで季語がありませんが、柿落葉ないしは柿紅葉で明らか。はらはらと舞い落ちてくる柿の葉は唐錦のようだ、と師は詠むのです。地に落ちている柿落葉が唐錦とは詠んではいないのです。静ではなく動きを詠んでいます。柿紅葉は、楓等の紅葉と異なり、一葉に赤い部分黄色い部分そしてまだ緑の部分があります。それはまさしく唐錦の如くであります。唐錦はその織り方で立体感がありますが、それも柿の葉の分厚い様に合います。そんな柿の葉がひるがえり表裏を見せながら舞い降りてくる。まるで夢幻の世界、能の世界を思わせます。唐錦は裁つことから、竜田山の枕言葉です。あの紅葉の名所です。そんなことも連想しました。
とろうち：はらはらと足元に落ちてきた柿の葉。拾い上げてみると、鮮やかな赤・黄・緑の綾錦。柿紅葉は一枚の絵のようですね。集団の美しさではなく、一枚の美。
みすず：動きのある美しい句ですね。澄み切った秋空の美しい一日だったことでしょう。一枚の柿の葉は、秋の流行を追って着飾った女の人よりもはるかに美しいのですね。自然の摂理を思います。柿落葉、柿紅葉と言わずに、柿の葉は唐錦という表現とその感覚が素晴らしいです。
よし女：「唐錦」は紅葉の表現として最高ですね。紅色の混じった美しい模様。高価な中国産の絹織物。その昔、絹織物は高級品、中国産など庶民には手の届かない品物。ひらひら、くるくる回りながら私の方に転がってくる柿の葉。ああ！これぞ唐錦。青畝師の感動がもろに伝わってきます。
みのる：これも、葉、錦という言葉から、「紅葉」を季感とした作品であることが分ります。「季語は何？」という具合に、杓子定規に句を鑑賞していると句の本質が見えてきません。合評に参加いただいているみなさんは、少しは、季感という感覚に目覚めていただいたようでとてもうれしいです。このような作品を素直に受け入れられるようになると、必ずご自身の作風にも変化が現れはじめます。そして、その変化を発見して、「にやにや」と喜んでいるわたしをご想像ください。
31■ 一隅を照らせよ法の遠紅葉 

いちぐうをてらせよのりのとほもみぢ 

けんいち：「一隅を照らす」は、比叡山延暦寺天台宗の開祖、最澄のお言葉です。その教え山家学生式にあります。「径寸十枚非国宝　照干一隅此即国宝」。一寸の径もある玉が十個もある財宝が国の宝ではない、自分の仕事を隅できっちり行いそこを照らしている人こそ国の宝であると・・。さて揚句の鑑賞です。師は京側か琵琶湖側かは知れませんが、比叡のお山を見上げています。紅葉しているらしく山が紅に光っています。法のお山の遠紅葉です。キリスト者である師も宗教の枠を超えた有難さを感じたに違いありません。しかし一隅を照らせよとの呼びかけは一体何でありましょう。これを詠まれた時期は判りませんが、私は終戦直後の混乱の時と想像します。この呼びかけで救いを求めたのかも知れません。そしてこんな時こそ一人一人がきっちりと自分の仕事をなすのが必要と訴えたとも思えます。そう云えば、信ずれば誰でも救はれるといふ最澄の大乗の思想は、キリスト教に合い通じるものがあるのではないでしょうか。

とろうち：いつもながら、けんいちさんのコメントを読むと勉強になります。しかしながら、それでも今日の句はよく読み切れません。法の遠紅葉の「法」が何のことなのか分からないのです。遠くに見える紅葉、これこそが宝という意味でしょうか。
みすず：けんいちさんの資料はとても参考になります。いつもたくさん調べることの大切さを思わされています。ちょっと難しい句ですね。一隅を照らせよという法の言葉のように（比叡山の？）紅葉が遠目にも美しく照り映えていることだよ、と解釈しました。大自然の法則（紅葉）と人間界の法則（法）が、見事に一致しているようで、取り合わせが見事だと思いました
よし女：法（ほう）は、おきて、法律、司法、憲法、仏法、説法、法話など。法（のり）は、法の和訓、福音の和訓として使われたようです。比叡山延暦寺は天台宗の総本山で、法（のり）はイエスキリストの福音、天の御法（てんのみのり）とも相通じ、最澄の「一隅を照らせ」の言葉を踏まえ、遠紅葉に託した一句のように思います。遠く離れたところから、延暦寺の真っ赤な紅葉を眺め、仏教や、キリストの福音のように、人々をあまねく照らして欲しい、との感慨を述べられたのではないでしょうか。
みのる：「法」は、俳句では、「のり」とよむのが一般的で、仏教（またはお寺）という意味になるでしょうか。「法の山」とか「法の庭」というような使い方をします。「一隅を照らす･･･」は、最澄（天台宗を開いた人）が伝えたとされる言葉で、詳しくは、けんいちさんが紹介されているとおりです。あるコラムには、次のような記事もありました。「どんなに些細な仕事であっても、それに全身全霊で打ち込み、その活動をもって社会貢献を果そうとするとき、一隅を照らす存在になり得るのだと思います。そういう人が何人いるかが、国が豊かであるかどうかの指標なのだと思います。最澄は、そういう人こそ国の宝なのだと言い切っています。」作者は、最澄ゆかりの寺領遠く、ほのかに紅葉している様子をご覧になり、この言葉を連想されたのだと思います。ひとりひとりの働きは小さくても、それぞれが「一隅を照らす存在」として励めば、大きな力となり全体が豊かになる・・という先生のメッセージのように思います。GHの働きも斯くありたいと祈ります。
